
市
場
拡
大
再
算
定
の
追
加
業
界
団
体
、
「
逆
行
」
と
反
対

東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
支
援

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
直
後
、
製
薬
企
業
の
対
応
は
素
早
か
っ
た
。
被
災
地
で

医
薬
品
が
不
足
し
な
い
よ
う
、
十
分
な
供
給
量
を
緊
急
搬
送
。
工
場
が
被
災
し
た

メ
ー
カ
ー
は
医
薬
品
の
欠
品
と
い
う
危
機
的
状
況
を
回
避
す
る
た
め
、
ほ
か
の
工

場
か
ら
人
材
を
送
り
復
旧
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
社
員
医
師
の
派
遣
、
支
援
物

資
の
輸
送
、
義
援
金
の
寄
付
、
社
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
も
行
う
中
で
、
製
薬

企
業
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
支
援
が
あ
る
。

心
の
ケ
ア
医
師
派
遣
講
演
会
・
冊
子
で
情
報
提
供こころのケア支援プロジェクトの講演会

にはさまざまな分野の医療従事者が参加

　　 ２０１２年 平成２４年 ２月２８日 火曜日 【広告特集】 （ ）

　
市
場
拡
大
再
算
定
の
追
加

ル
ー
ル
も
、

年
度
薬
価
改

定
の
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク
ス

だ
。
こ
れ
ま
で
は
、
当
該
医

薬
品
の
市
場
規
模

年
間
予

想
販
売
額

が
当
初
予
想
の

２
倍
に
な
り
、
さ
ら
に
薬
価

ベ
ー
ス
の
年
間
売
上
高
が
１

５
０
億
円
超
と
な
っ
た
場

合
、
薬
価
を
追
加
で
引
き
下

げ
る
市
場
拡
大
再
算
定
ル
ー

ル
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
、
こ
れ
に
加
え
、
類

似
の
薬
が
な
い
た
め
に
原
価

計
算
方
式
で
算
定
さ
れ
た
医

薬
品
に
つ
い
て
は
、
市
場
規

模
が
当
初
予
測
の

倍
か
つ

１
０
０
億
円
を
超
え
た
場
合

に
も
市
場
拡
大
再
算
定
の
対

象
と
な
り
、
最
大

％
分
の

薬
価
引
き
下
げ
と
な
る
。
こ

れ
ら
の
対
象
と
な
っ
た
薬

は
、
長
期
収
載
品
の
追
加
引

き
下
げ
対
象
か
ら
は
除
外
さ

れ
る
。

　
こ
の
追
加
措
置
に
つ
い

て
、
日
本
製
薬
団
体
連
合
会

な
ど
製
薬
業
界
団
体
は
反
対

の
声
を
上
げ
て
い
る
。
「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る

と
い
う
立
場
と
逆
行
し
て
い

る
。
に
わ
か
に
信
じ
が
た

い
」

業
界
団
体
首
脳

と

中
医
協
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

も
強
く
抵
抗
す
る
意
見
を
述

べ
て
い
る
。

　
【
薬
価
と
は
】

　
薬
価
と
は
医
薬
品
の
値
段

の
こ
と
。
公
定
価
格
。
医
療

機
関
が
処
方
す
る
医
薬
品
の

費
用
を
計
算
す
る
基
準
と
な

る
。
つ
ま
り
、
医
薬
品
は
国

厚
生
労
働
省

が
価
格
を

決
め
て
、
薬
価
基
準
と
呼

ば
れ
る
価
格
表
に
載
せ
る
。

こ
れ
を
薬
価
収
載
と
い
う
。

医
薬
品
は
１
錠
や
用
量

１

な
ど

と
い
っ
た
単
位

あ
た
り
で
価
格
を
決
め
る
。

　
薬
価
基
準
に
載
っ
て
い
る

医
薬
品
は

年
度
で
飲
み
薬

内
用
薬

が
９
３
９
７
品

目
、
注
射
薬
は
４
３
１
７
品

目
あ
っ
た
。
外
用
薬
な
ど
を

含
め
た
全
体
で
は
１
万
６
６

３
１
品
目
。
１
９
７
０
年
度

と
比
べ
て
２
倍
強
に
増
え
て

い
る
。

　
薬
価
は
原
則
と
し
て
２
年

ご
と
に
見
直
さ
れ
る
。
医
療

費
抑
制
策
の
一
環
で
あ
り
、

新
年
度
の
４
月
に
全
面
改
定

さ
れ
る
。
そ
の
際
、
医
薬
品

の
卸
売
業
者
が
医
療
機
関
に

対
し
て
販
売
し
て
い
る
価
格

と
薬
価
の
差

薬
価
差
益

が
参
考
と
さ
れ
、
薬
価
の
引

き
下
げ
幅
を
調
整
し
て
い

る
。

　
災
害
に
よ
る
生
命
危
機
ス

ト
レ
ス
が
重
な
る
と
、
外
傷

後
ス
ト
レ
ス
障
害

Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ

や
う
つ
病
な
ど
の
精
神

障
害
が
発
症
し
や
す
く
な

る
。
精
神
障
害
が
発
症
し
て

か
ら
治
療
を
始
め
て
も
３
、

４
カ
月
、治
療
し
な
い
と
４
、

５
年
か
か
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
ト
ラ
ウ
マ
体
験
の
直
後

に
は
早
め
に
精
神
科
医
の
治

療
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
専
門
性
が
強
い

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
治
療
が
で
き
る

医
師
の
数
は
少
な
い
上
に
、

今
回
の
震
災
で
は
被
害
を
受

け
た
人
数
が
多
く
、
精
神
科

医
だ
け
で
は
フ
ォ
ロ
ー
で
き

な
い
。
も
と
も
と
、
東
北
地

方
に
精
神
科
医
は
少
な
く
、

被
災
者
の
精
神
状
態
を
診
ら

れ
る
環
境
が
整
っ
て
い
な
か

っ
た
。

　
そ
こ
で
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
は

日
本
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・

ス
ト
レ
ス
学
会
と
協
力
し
、

被
災
地
に
精
神
科
医
を
派
遣

す
る
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
展
開
を

決
め
た
。

　
東
北
地
域
の
人
々
は
我
慢

強
く
、
ま
わ
り
に
自
分
の
気

持
ち
を
訴
え
な
い
気
質
が
あ

る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
が
れ

き
の
撤
去
が
続
く
中
で
葬
儀

と
い
っ
た
喪
の
プ
ロ
セ
ス
が

満
足
に
行
え
な
い
こ
と
で
、

感
情
の
整
理
が
進
ま
な
い
状

況
が
よ
り
深
い
傷
と
な
る
。

悲
嘆
、
喪
失
感
と
い
っ
た
感

情
を
蓄
積
さ
せ
ず
、
少
し
ず

つ
外
へ
発
散
さ
せ
る
た
め

に
、
被
災
者
の
話
を
聞
く

「
傾
聴
者
」
の
存
在
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
た
だ
精
神
科
医
を
派
遣
す

る
の
で
は
な
く
、
被
災
地
で

働
く
医
療
従
事
者
の
育
成
を

行
う
こ
と
が
広
い
範
囲
で
の

治
療
を
可
能
に
す
る
効
率
的

な
手
段
と
判
断
。
現
場
の
ニ

ー
ズ
に
即
し
た
テ
ー
マ
で
の

講
演
の
開
催
を
始
め
た
。
２

０
１
１
年
７
月
下
旬
に
岩
手

県
釜
石
市
で
第
１
回
講
演
会

を
開
き
、
約
１
２
０
人
の
医

療
従
事
者
が
集
ま
っ
た
。
薬

剤
師
や
歯
科
医
な
ど
、
幅
広

い
医
療
従
事
者
が
講
演
に
耳

を
傾
け
た
。
ま
た
、
参
加
者

や
避
難
所
に
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に

つ
い
て
の
カ
タ
ロ
グ
を
配
布

し
て
い
る
。
梅
田
一
郎
社
長

は
「
ニ
ー
ズ
が
な
く
な
っ
た

と
き
が
ゴ
ー
ル
」
と
言
い
、

今
後
、
こ
の
支
援
を
２
、
３

年
継
続
さ
せ
る
考
え
だ
。

　
塩
野
義
製
薬
は
震
災
か
ら

２
日
後
に
は
心
の
ケ
ア
に
つ

い
て
支
援
す
る
と
決
め
た
。

１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
を
経
験
し
た
企
業
だ

か
ら
こ
そ
、
ス
ピ
ー
ド
の
重

要
性
を
知
っ
て
い
た
。
す
ぐ

に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
た

く
さ
ん
の
患
者
を
診
た
神
戸

赤
十
字
病
院
の
村
上
典
子
医

師
に
連
絡
を
取
り
、
村
上
医

師
監
修
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
等
の

大
災
害
に
学
ぶ
心
の
ケ
ア
」

を
２
万
部
作
成
。
子
供
や
高

齢
者
、
自
衛
隊
や
消
防
隊
な

ど
の
二
次
被
災
者
な
ど
の
傾

聴
の
対
象
者
ご
と
に
対
応
ポ

イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
。

　
被
災
地
だ
け
で
な
く
、
全

国
に
い
る
二
次
被
災
者
や
避

難
・
移
転
先
の
被
災
者
な
ど

に
も
心
の
ケ
ア
が
必
要
と
判

断
し
、
医
薬
情
報
担
当
者

Ｍ
Ｒ

を
通
じ
て
国
内
各

地
の
病
院
、
診
療
所
な
ど
に

配
布
。
塩
野
義
製
薬
製
品
戦

略
部
の
塚
本
有
記
氏
は
「
プ

ロ
で
あ
る
精
神
科
医
も
震
災

体
験
者
へ
の
対
応
を
知
る
こ

と
で
、
よ
り
質
の
高
い
医
療

が
で
き
る
」
と
い
う
。

　
製
薬
企
業
は
普
段
か
ら
命

・
健
康
を
守
り
、
人
々
の
生

命
維
持
を
使
命
と
考
え
る
マ

イ
ン
ド
が
非
常
に
高
い
。
製

薬
企
業
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

こ
と
を
見
つ
け
、
一
人
で
も

多
く
の
心
を
ケ
ア
し
よ
う

と
、
こ
れ
か
ら
も
支
援
は
続

く
。


